
重点課題①巖i児期からの健康な生活習慣の支握
目標：生涯に渡り、自ら健康管理ができる力が育まれる

●親子で健康的な生活習慣を身につけ、子ともが心身ともに健
やかに成長できる

衷民Q眠P皇摂
●妊娠中から規則正しい食生活、生活リズムを身につけ、適度な

運動を心がける
●子どもの発達に応じた、適切な生活習慣について親が理解する
●個々の生活スタイルに応じて、子どもが適切な生活習慣を身に

つけられるよう、親が工夫して取り組むことができる
●子ども自身が健康的な生活習慣を理解し、自ら行動できる

、中息評価結果＇↑と、今、後�璽り組到
0虫歯のない3歳児の割合が悪化 (85.8%→77.9%)しているこ

とから、早い時期からかかりつけ歯科医を持つことの大切さに
ついて、さらに周知する。

〇就寝時間が22時以降の3歳児 ·5歳児の割合に変化がみられな
かったため、睡眠時間が児の発育にどう影響するか、わかりや
すく啓発する。

0児童生徒における痩身・肥満傾向児には変化がみられなかっ
たため、引き続き学校保健と連携して取り組む。

0市が開催する育児学級（すくすく学級）の参加率が低下してい
るため、よりニーズにあった内容へ変更するほか、PR方法等を
工夫する。

市民を支える
●子どもの発達に応じた適切な生活習慣について、学べる場を提供する
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諏り組み
●子どもが適切な生活習慣を身につける重要性について、社会全体の意識が高まるよう普及啓発する
●保育所（園）や学校等と連携し、子どもたちが健康的な生活習慣を身につけられるような支援をする
●食生活改善推進員と協力し、子ども達や子育て世代へ「塩山式手ばかり」等の普及啓発を行う

重点課題②「育『てにくさ」を感しる親に寄り添う支援
目標：親や子供の多様性を尊重L,、育てにくさを感しる親を支える

●育てにくさを感じた時に、いつでも相談することができる
●親が子ともの発達特性を理解する
●子どもたち個々の特性が尊重され、安心して過こせる居場所がある
●地域の人が育てにくさを感じている親や育てにくさを持つ児につ

いて理解し、適した関わりをすることができる

専閾評層結果や含畿．璽9繊裕
0育てにくさを感じたときに対処できる親の割合は、3·4か月児

では悪化し (100%→90.9%) 、1歳6か月児、3歳児は改善
(66.7%→ 91.7%、 76.9%→84.6%)したため、必要に応じて
専門家の助言を受けながら、子どもの多様性を尊重した子育
てができるよう引き続き支援する。

0育児に自信を持つ母親の割合は、3·4か月児で大幅に改善
(26.7%→ 75.4%)したが、子ともが大きくなるにつれて自信
を失ってしまう傾向があるため (1歳6か月児6.4%、 3歳児
48.7%) 、子どもの年齢に応じた関わり方なとを周知したり相
談に応じる。

市民を支える
●母親の気持ちに寄り添える乳幼児健康診査の実施
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眼り組み
●育てにくさを感じた時に専門家に相談できる場の提供
●育てにくさを感じる親子へ継続的な支援を行う
●関係機関と連携し、育てにくさを感じる親と子の支援を行う
●地域の人が、「育てにくさ」をもつ児について理解できるよう支援を行う

重点課題⑧妊娠期からの児童虐待予防への取り組み
目標：親子の愛着を育むことで、子供の虐待を予防する

●親が子どもをかわいいと感じることができ、 子どもが安心し
てのびのび育つことができる
一

g民の直屯組み、
●子育てや家族間の悩み・トラブルに対して、適切な相談機関に

相談できる
●地域の子ともや子育て中の親に関心を持ち、孤立させないた

めに優しく声かけできる
●虐待が疑われる事例を発見した場合には、適切な相談機関に相

談することができる
●乳幼児揺さぶられ症候群 (SBS) について理解できる

屯`闘剛価緒果t『含織〇取9組裕

0感情的に子どもを怒ったことがある親の割合は、1歳6か月児
では改善傾向 (11 .2% →5.8%) だが、3歳児 (19.5% →
17.1%) 、5歳児 (23.3%→19.5%) では変化がなく、また、スト
レスを感じている親も増加傾向にあることから、保護者が抱え
る悩みに気づき、早い段階で適切な支援につながるよう取り
組む。

02か月児全戸訪問の実施率が95.7%→94.0%であるため、さ
らなる向上を目指す。

市民を支える---.r·.-..,.,. ヽ
醗り組み、

●全ての妊産婦、乳幼児を把握し、対象者を継続的に支援する
●親子の愛着形成を育む母乳育児の推進
●医療機関を含む母子保健・子育て支援関係者との連携強化

甲州市役所 健康増進課〒404-8501 山梨県甲州市塩山上於曽1085-1 TEL: 0553-33-7812 http://www.city.koshu.yamanashi.jp

中間評価の結果が出ました！

「 中閻評価の達成状況
84項目のうち、 改善が見られたのは約3割でした。
改善した（目標を達成した）
改善した（目標に達していないが改善した）

変わらない
悪くなっている
評価できない※策定後追加調査項目含む

9.5%( 8 項目）
17.9%(15項目）
31.0%(26項目）
17.9%(15項目）
23.8%(20項目）

すべての親と子が健やかで心豊かに暮らせるまち こうしゅう

母子保健計画とは？
母子保健は、すべての子どもが健やかに成長していく上での健康づくりの出発点であり、次世代を担う子ども達を健やかに

育てるための基盤となります。 「すこやか親子こうしゅう」は、母子の健康水準を向上させるための様々な取り組みを、みんなで
推進するための計画です。本計画の期間は、平成27年度から10年間であり、令和6年度が目標年度です。また、平成31(令和元）
年度に中間評価を行い、必要に応じて見直しを行うこととなっています。
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